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＜古賀市の対応＞

①西鉄から「薦野線運行を宗像から本社への変
更」申し入れ
②来年度の補助額等の協議
（１０月中旬⇒１１月協定締結）
運転手の本社待遇、人件費の増が論点

①薦野線を西鉄本社が運行予定
②２０１８年度の運行めぐる協議

①４月以降どうなるか？

＜議会の対応＞
①１０月２１日のアンケート結果意見交換会
※アンケート結果の分析の工夫
「不利用者」の「改善意向」、「バス必要性」

②１１月にアンケート結果の市長への報告・意見交
換会
③１１月～１２月にアンケート結果の市民報告会
④議会だよりに「アンケート結果特集

（ポイントは、議会としての提言がまとまるまでの間
のアクションをどう起こすか。大きな財産である「ア
ンケート結果」をどう活かすか。）

＜議会の対応＞

①年度末までに議会としての公共
交通提言まとめ
ア）路線、ダイヤ等の改善提言
イ）白紙からの再構築提言

❶本社相手に「赤字補填」はありうるか？
❷２０１８年度の完全撤退の準備では？
❸完全撤退になれば２～３年の空白の可能性も
❹市長が西鉄本社に交渉する必要有り
（薦野にプレハブを作って従来の運行を要請するなど）
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１０月１２日
予算編成説明会

※枠配分中断の
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予算案提出締め
切り

１１月２日
後期基本計画
パブコメ案を
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①国の地方財政方針は？⇒消費税の延期で地方交付税の原資がない。臨時財政対策債の増額しかない。その
結果地方交付税は減額される可能性大。

②「歳出削減」か「基金取崩」か。⇒「一律マイナスシーリング」はしない。全件査定による各事業の内容の精査。
③後期基本計画が未策定。設計図なき予算編成？⇒後期基本計画の執行部案の骨子に基づき重点事項を列記。
④５年後、１０年後のビジョン。「財政計画未公表」⇒重点配分は？

公共施設の維持管理費、扶助費の増大、繰出金の増大
⑤後期基本計画を１年延期、「２０１７年度つなぎ予算」、「市民評価と基本方向の徹底見直し」こそ必要不可欠
※「人口目標６５０００人」、「重点プロジェクトの順番」、「２０２５年問題に備えた人的配置」



①地方交付税の基礎知識の習得

②地方交付税の予想

③臨時財政対策債の影響

④財政計画の策定に向けて
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古賀市議会の議会活性化に向けて
①委員会の会議録のホームページでの公表

②議会基本条例の検証のあり方

③議会BCPの策定

④費用弁償問題の集中審議に向けて（１１月１６日の議運）
各会派、議員の意見の聴取
議会の総意を取りまとめる努力
政務活動費の検証（パソコン、コピー機購入問題）

⑤「議会だより」のあり方について

※１０月１７日の経験

議会報告会の周知を市のホームページのトップページに
掲載しました。

私が局長に投げかけ、岩井議員に相談し、事務局の古賀
さんが具体化。わずか３０分で実現しました。
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